
宮崎県教育研修センター 1

算数・数学科における指導上の課題と授業改善のポイント

～「全国学力・学習状況調査」・「みやざき小中学校学習状況調査」の分析を通して～

宮崎県教育研修センター

指導主事 下野 隆平

１ テーマ設定の理由

「全国学力・学習状況調査」において、本県は

図１のような結果となっており、平成19年度と比

べると平成27年度は、全国平均を大きく下回る

学校が増加し、学校間の格差拡大もうかがえる。

また、本県では、「子どもの学力を高める“ひ

むか”の授業づくり推進事業」の一環として小学

校５年生と中学校２年生において、平成14年度か

ら「みやざき小中学校学習状況調査」を実施して

いる。平成27年度の「みやざき小中学校学習状況 図１ 実施された教科正答率の合計について学校数の分布の推移

調査」の結果分析においても学校間の格差等の課 （平成19年度との比較）

題がみられ、算数・数学科における授業改善が急務である。

そこで本研究では、研究テーマを「算数・数学科における指導上の課題と授業改善

のポイント」と設定し、『「全国学力・学習状況調査」・「みやざき小中学校学習状況調

査」の分析』を通して、本県の現状を踏まえ、各学校での指導に役立つ資料を作成し、

学校現場で活用してもらうことにより授業改善を図ることにした。

２ 研究内容

（１）「全国学力・学習状況調査」・「みやざき小中学校学習状況調査」の分析

平成27年度の「全国学力・学習状況調査」

において、図２のように、小学校は、知識に

関するＡ問題（以下Ａ問題）、活用に関する

Ｂ問題（以下Ｂ問題）ともに、全国平均を１

ポイント以上下回っている。中学校は、Ａ問

題については、全国平均をやや下回り、Ｂ問 図２ 分類別における正答率

題は、全国平均１ポイント以上下回っている。

「みやざき小中学習状況調査」においても、Ａ問題は正答率が、年々低下傾向に

あり、Ｂ問題も、正答率が高くはない。

領域ごとの状況は、「みやざき小中学校学習状況調査（平成25年度～平成27年度）」

において、小学校は、図３のように「量と測定」領域、中学校は、図４のように「図

平成27年度 算数Ａ 算数Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

宮崎 73.7 43.7 63.8 40.0

全国 75.2 45.0 64.4 41.6

全国との差 －1.5 －1.3 －0.6 －1.6
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形」領域と「関数」領域で課題がみられる。

これは、「全国学力・学習状況調査」においても同様である。

図３ 領域別正答率（小学校） 図４ 領域別正答率（中学校）

（２）算数・数学科における授業改善のポイントの作成

「みやざき小中学校学習状況

調査」から現状と課題を把握し、

各学校における指導方法の工夫

改善を図ることを目的として、

結果分析を行い、情報発信をし

ている。

過去の問題との比較や「全国

学力・学習状況調査」における

本県の課題とを照らし合わせて、

授業改善のポイントを作成した。

これは、学校等において、本

県の児童生徒の学力向上のため

の実態把握や指導方法の工夫改

善に活用してもらうため、毎年

本センターのＷｅｂページ上に

掲載している。 図５ 授業改善のポイント

（３）学習プリントの作成

これまで、各学校の先生が自主的に作成した学習プリントには、基礎的・基本的な

知識・技能の習得を目的とした問題と、基礎的・基本的な知識・技能の活用を目的と

した問題とのつながりが薄いものが多くみられる。そこで、学習内容の定着を確認す

るために、平成27年度の「全国学力・学習状況調査」Ｂ問題を利用して、基礎的・基

本的な知識・技能の習得と、活用をつなげることを目的とした学習プリントを作成し

た。作成に当たっては、本県の課題を考慮するとともに、次のような工夫を行った。

また、学習プリントの有効性についても検証を行った。
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ア 作成上の工夫

（ア）練習問題

図６のように、平成27年度「全国学

力・学習状況調査」Ｂ問題の１つの大

問に対応する基礎的・基本的な知識・

技能の練習問題を作成した。

まず、Ｂ問題を解くために必要な基

礎的・基本的な知識・技能を洗い出し

た。次に、知識・技能の問題をそれぞ

れ作成し、Ｂ問題を解く際の思考の流

れに沿って問題を配置した。

（イ）Ｂ問題 図６ 練習プリント

図７のように、平成27年度「全国学力・学習状況調査」Ｂ問題の大問１つを、１

枚のプリントにした。

その際、練習問題の問題番号を示し、学習プリントを活用しやすくするため、記

載する場所を工夫した。

（ウ）標準解答

図８のように、Ｂ問題の中に、解答例を示す形で作成した。右下には、全国の

平均正答率を入れた表を作り、自己評価につながるように工夫した。

図７ Ｂ問題 図８ 解答用紙

イ 検証

作成した学習プリントを、県内の中学校の先生に授業で利用していただき、あわせ

て生徒の意識調査を行った。

（ア）検証方法

次の手順で検証を行った。

① Ｂ問題を、復習テストとして実施する。教師は、採点をするが解説は行わない。

② 練習問題を取り組ませ、再度、①と同じＢ問題を、生徒に復習テストとして実

施する。

問題番号

の指示

全国の平均正

答率の指示
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（イ）検証結果

図９と図10において、それぞれの①は、学

習プリントに取り組む前、②は取り組んだ後

のものである。各図から、すべての設問にお

いて正答率の伸びが明らかであることが分か

る。さらに、無答率が激減しており、学習プ

リントに取り組んだことで、多くの生徒がは 図９ 正答率

じめからあきらめず活用問題に取り組もうと

する姿勢がみられた。

この結果から、活用問題の正答率の向上の

ためには、基礎的・基本的な知識・技能の習

得を目的とした問題と、基礎的・基本的な知

識・技能の活用を目的とした問題とのつなが

りをもたせることの重要性が分かった。 図10 無答率

また、生徒の意識調査を行ったところ、「今回の取組でＢ問題が解きやすくなっ

たか」という項目に対し、「解きやすくなった」と答えた生徒が92%、「２回目にＢ

問題に取り組むとき、問題を解決しようとする意欲が高まったか」という問いに対

して、「高まった」と答えた生徒が92%であり、有効性が確認できた。

（４）学習プリントの啓発

実際に中学校で検証したことにより、この学習プリントの有効性が確認できた。そ

こで、県内の多くの先生方に利用していただくために、次のような啓発を行った。

ア ホームページ

本センターのＷｅｂページ上に掲載し、各学校でいつでもダウンロードできるよう

にした。

イ 研修会

経過研修会等において、授業改善のポイントと関連付けて、学習プリントの利用の

仕方やその有効性について説明した。

３ 成果と課題

（１）成果

○ 分析により、本県生徒の学習状況の現状と課題の傾向が明確になり、授業改善の

ポイントによる授業実践に繋がった。

○ 基礎的・基本的な内容の習得を目的とした問題と活用を目的とした問題とのつな

がりをもたせることで、生徒の学習意欲を高めることができた。

（２）課題

● 学習状況調査等による実態の把握や分析をもとに、各学校の学力向上に係る取組

について、実践発表等で共有化を図っていく必要がある。


